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「のじぎく兵庫国体」
　　リハーサル大会開催（　　）関連記事

２～３ペー
ジ

「のじぎく兵庫国体」
　　リハーサル大会開催（　　）関連記事

２～３ペー
ジ



中川原中学校の生徒全員による、カラーガードの演技。一生懸命の演技に魅了されました。
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「
洲
本
市
文
化
体
育
館
」
が
、
八
月
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
体
育
館
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
憩
い
、
賑
わ
う

空
間
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
八
月
二
十
〜
二
十
一

日
に
は
来
年
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
し
お
さ
い
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
、
第
六
十

回
国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
年
女
子
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
近
畿

二
府
四
県
の
代
表
チ
ー
ム
が
岡
山
国
体
で
の
代
表
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
に
先
立
ち
市
内
の
中
学
生
や
幼
稚
園
児
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
大
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

「
洲
本
市
文
化
体
育
館
」
が
、
八
月
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
体
育
館
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
憩
い
、
賑
わ
う

空
間
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
八
月
二
十
〜
二
十
一

日
に
は
来
年
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
し
お
さ
い
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
、
第
六
十

回
国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
年
女
子
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
近
畿

二
府
四
県
の
代
表
チ
ー
ム
が
岡
山
国
体
で
の
代
表
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
に
先
立
ち
市
内
の
中
学
生
や
幼
稚
園
児
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
大
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

洲本市文化体育館（1２５・３３２１）
　◆開館時間　午前９時～午後９時
　◆受付時間　午前９時～午後５時
　◆休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　　年末年始（１２月２９日～１月３日）

洲本市文化体育館（1２５・３３２１）
　◆開館時間　午前９時～午後９時
　◆受付時間　午前９時～午後５時
　◆休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　　年末年始（１２月２９日～１月３日）

ました。兵庫県チームは決勝戦で破れ２位となりました。した。兵庫県チームは決勝戦で破れ２位となりました。



市内の小中学校の生徒のほか、バレーボールファンが応援に駆けつけました。

コミュニティアリーナは、本番前の練習会場として使われました。

3

近畿２府４県の代表６チームにより、熱戦が繰り広げられました近畿２府４県の代表６チームにより、熱戦が繰り広げられまし

開始式で行われた公立の幼稚園児約２７０人によるパラバルーン演技。かわいい演技にたくさんの拍手が送られました。



４

文化体育館では、メインアリーナでのじぎく兵庫国体リハーサル大会が行われたほか、道場で
は、第５０回全淡柔道大会、文化ホール（しばえもん座）では、プロの演歌歌手による歌謡シ
ョー、会議室では、各種会議やダンス教室など、さまざまなイベントが行われています。

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
リ
ー
ナ

道
　
場

文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

会
議
室

学　生

一　般

目的外

学　生

一　般

目的外

学　生

一　般

目的外

平　日

土日祝

平　日

土日祝

会議室1A-1

会議室1A-2

会議室1A-3

1A全体

午　前　

3,000

6,000 

12,000 

午  前　 

2,500 

5,000 

10,000

午  前　

1,200 

2,400 

4,800 

午  前　

13,000 

15,000 

午  前　

20,000 

22,000 

午  前　

2,000 

1,500 

1,500

4,000

午　後　

4,000

8,000 

16,000 

午  後　 

3,000 

6,000 

12,000

午  後　

2,000 

4,000 

8,000 

午後　

24,000 

26,000 

午  後　

40,000 

44,000 

午  後　

3,000 

2,500 

2,500

6,000

夜　間　

4,000

8,000 

16,000 

夜  間　 

3,000 

6,000 

12,000

夜  間　

2,000 

4,000 

8,000 

午  後　

24,000 

26,000 

夜  間　

44,000 

50,000 

夜  間　

2,500 

2,000 

2,000

6,000

全　日　

10,000

20,000 

40,000 

全  日　 

8,000 

15,000 

30,000

全  日　

4,000 

10,000 

20,000 

全  日　

55,000 

60,000 

全  日　

88,000 

100,000 

全  日　

6,500 

5,000 

5,000

14,000

※上記の使用料はメインアリーナ１／２区画の使用料とする。
　メインアリーナ全面を使用するときは当該使用料の２倍とする。

※上記の使用料はメインアリーナを大ホールとして
　使用する場合に適用する。

　午前は９：００～１２：００　午後は１３：００～１７：００
　夜間は１８：００～２１：００
　この表は文化体育館の各施設の基本的な利用料金を掲載しています。この料金以外
　にも利用する内容や各種設備の使用によって料金が加算されることがあります。

各施設の利用料（抜粋）

文化体育館道場では、竣工記念大会として、
８月１３日、全淡柔道大会が行われました。
文化体育館道場では、竣工記念大会として、
８月１３日、全淡柔道大会が行われました。

試合前には、高段者による技の演舞も行われました。試合前には、高段者による技の演舞も行われました。

文化ホール（しばえもん座）では、カラオケ大会のあと、プロの
演歌歌手による歌謡ショーにも利用されました。
文化ホール（しばえもん座）では、カラオケ大会のあと、プロの
演歌歌手による歌謡ショーにも利用されました。

文化ホールではコンサート用のグランドピアノ「スタインウェ
イDー２７４」が利用できます
文化ホールではコンサート用のグランドピアノ「スタインウェ
イDー２７４」が利用できます

▽
▽
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スプレー缶、乾電池、蛍光
灯、カセットボンベ、ライ
ターなど

新聞紙のみ、チラシなどは
雑誌類へ

牛乳や飲料水の紙容器

布団や木製家具、ふすまな
ど、燃えるゴミで指定袋に
入らないもの

段ボールのみ

衣類やカーテンなど

自転車、扇風機、掃除機な
ど、燃えないゴミで指定袋
に入らないもの

雑誌、書籍、チラシ、厚紙
など

ジュースやビールなどのア
ルミ缶

ジュースやコーヒーなどの
スチール缶

飲料や食品の入っていたび
んで無色と茶色以外のもの

飲料や食品の入っていたび
んで無色のもの

飲料や食品の入っていたび
んで茶色のもの

食品の入っていた白色トレ
イ

料理くず、残飯、紙くず、ビニール製品、プラス
チック製品、木の枝、使い捨てカイロ、紙おむつ
●水分のあるものは、水気を切ってから出してく
　ださい。
●ビニール製品やプラスチック製品などは、家庭
　で絶対燃やさないでください。

ガラス、壊れたビン、陶磁器類、金物類、
食器、調理器具、小型電気製品

本
市
の
ご
み
減
量
化
計
画
は
、
来
年
四
月
か
ら
「
全
面
試
行
」
、
十
月
か
ら
「
本
格
実
施
」
と
な
り
ま
す

（
先
月
号
で
既
報
）
。
本
格
実
施
に
な
れ
ば
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
は
、
有
料
の
ご
み
袋
で
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
み
袋
を
有
料
に
す
る
大
き
な
効
果
と
し
て
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
と
減
量
化
、
分
別
収
集
の
促
進
、

住
民
意
識
の
向
上
、
処
理
費
用
の
負
担
の
公
平
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
負
担
の
公
平
化
と
は
、
ご
み
を
し
っ
か
り
と
分
別
し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
く
れ
る
人
と
、

そ
う
で
な
い
人
と
の
区
別
化
を
図
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
有
料
ご
み
袋
で
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
、
し
っ
か
り
と
分
別
し
て
、
無
料
で
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
せ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。



昨
年
十
月
の
台
風
二
十
三
号
の
復
旧
・
復
興
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
連
情
報
は
、
洲
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.c
ity.s

u
m
o
to
.

h
yo
g
o
.jp
/

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

井
戸
を
所
有
（
管
理
）
し
て
い
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
加
入
を

　
こ
の
た
び
の
洲
本
川
な
ど
の

河
川
改
修
で
は
、
川
幅
を
広
げ

る
ほ
か
、
川
底
も
約
二
 
深
く

掘
り
下
げ
ま
す
。
こ
の
た
め
川

の
周
り
の
地
下
水
位
が
下
が
り

井
戸
水
に
影
響
が
で
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
洲
本
川
の
各
流
域

で
井
戸
を
所
有
（
管
理
）
し
て

い
る
人
は
、
淡
路
県
民
局
県
土

整
備
部
洲
本
土
木
事
務
所
へ
報

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
報
告
用
の
は
が
き
は
、
調
査

範
囲
の
世
帯
へ
八
月
三
十
一
日
、

新
聞
折
込
み
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
民
局
や
市
役
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
県

土
整
備
部
洲
本
土
木
事
務
所

（
1
２
６
・
３
１
８
０
）
か
、

市
役
所
都
市
整
備
部
治
水
対
策

室
（
1
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

な
ど
の
申
請
は
お
早
め
に

〜
生
活
関
係
経
費
の
申
請
期
限
は
　
　

　
　
　
本
年

11
月

19
日
ま
で
〜

　
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
で
被

災
さ
れ
た
世
帯
で
、
「
全
壊
世

帯
・
大
規
模
半
壊
世
帯
・
半
壊

で
解
体
、
建
て
替
え
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
世
帯
」
に
つ
い
て

は
、
▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
制
度
　
▽
居
住
安
定
支
援
助

成
金
制
度
　
▽
住
宅
再
建
等
支

援
金
制
度
の
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
よ
り
、

生
活
に
必
要
な
品
物
の
購
入
費

や
修
理
費
な
ど
の
費
用
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
制
度
に
よ
り
申
請
期

限
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
場
所
　
洲
本
市
健
康
福

　
祉
館
内
介
護
福
祉
課

◆
申
請
時
間
　
午
前
八
時
半
〜

　
午
後
五
時
十
五
分

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
1
２
２

・
９
３
３
３
）
へ
。

６

夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

　
兵
庫
県
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
た
住
宅
再
建
共
済
制
度
を
九

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。

▽本年１１月１９日は土曜日のため、１１月２１日（月）を申請期限とします。

◆申請期限

適　用　に　な　る　制　度 　　　　　申　請　期　限

被災者生活

再建支援金

生活関係経費 平成17年11月19日

平成18年11月19日

平成19年11月19日

平成18年11月19日

平成20年 ２月19日

平成20年 ５月19日

居住関

係経費

家賃等

家賃等以外

家賃等

家賃等以外

居住安定支援助成金

住宅再建等支援金→

井
戸
調
査
の
範
囲

メ
ー
ト
ル

洲本港

洲浜橋

洲本橋

森田橋

兵庫県洲本総合庁舎

千草川



本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

７

　
こ
の
制
度
は
、
貯
蓄
や
地
震

保
険
な
ど
へ
の
加
入
に
よ
る
「
自

助
」
や
公
的
支
援
に
よ
る
「
公

助
」
の
限
界
を
埋
め
る
も
の
と

し
て
、
住
宅
所
有
者
が
助
け
合

い
の
精
神
で
拠
出
し
た
負
担
金

に
よ
り
、
住
宅
再
建
を
支
援
す

る
仕
組
み
で
す
。

　
加
入
申
込
書
は
、
先
月
号
広

報
と
一
緒
に
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
や

県
民
局
な
ど
の
窓
口
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
保
険
と
は
異
な
る
た
め
、
既

存
の
地
震
保
険
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
加
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
わ
が
家
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
県
住
宅
防
災
課

（
1
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３

３
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/ju

takukyosai/

）
へ
。

道路や河川、農地などの
復旧工事の進捗状況は、次のとおりです。
◆公共土木 （８月３１日現在）

区　分

道　路

河　川

橋　梁

合　計

事業箇所数

　１７０

　　４５

　　１１

　２２６

設計書作成済
（入札含）数

　  １５２

　　  ４５

　　  　７

　  ２０４

進捗率 (     )

  89.41

100.00

  63.64

  90.27

パー
セント

◆農林土木 （８月３１日現在）

区　分

農　地

施設等

合　計

事業箇所数

　７１３

　６８９

　1,402

設計書作成済
（入札含）数

　  ５８２

　  ５３４

 １,１１６

進捗率(     )

   81.63

　77.50

　79.60

パー
セント

→

森

潮橋

不二美橋

馬木橋

川渕橋

大森谷橋

下田橋

洲本高校

青雲中学校

三洋電機

加茂小学校

樋戸野川

仏川陀

奥畑川

洲本川

巽川

サイ建家族



８

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
使
っ
た
お
金
の

総
額
は
、
二
百
四
十
八
億
八
千

三
百
三
十
四
万
円
。
前
年
度
に

比
べ
て
六
十
六
億
五
千
百
四
十

五
万
円
（
三
六
・
五
 

）
増
加

し
て
い
ま
す
。
一
番
多
い
の
は

教
育
費
の
五
十
七
億
八
千
六
百

四
十
五
万
円
で
文
化
体
育
館
の

建
設
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
二
十
三
号

な
ど
に
よ
る
災
害
復
旧
費
と
し

て
、
十
一
億
六
千
七
百
三
十
二

万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
入
っ
て
き
た
お

金
の
総
額
は
、
二
百
五
十
二
億

二
千
二
百
三
十
三
万
円
。
長
引

く
景
気
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
市

税
は
、
前
年
度
か
ら
一
億
八
千

二
百
二
十
八
万
円
減
の
五
十
億

九
千
三
百
六
十
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
度
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
九
二
・
五
 
 
、

財
政
力
指
数
は
、
〇
・
五
七
一

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
借
入
金
の
度
合

い
を
示
す
公
債
費
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
一
・
八
 
上
が
り
、

二
〇
・
〇
 
、
起
債
制
限
比
率

は
、
一
 
上
が
り
、
一
〇
・
〇

 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
水
準
の
指
標
と

な
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、

九
八
・
六
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
予
算
に
は
一
般
会
計
の

ほ
か
、
特
定
の
事
業
な
ど
に
使

う
特
別
（
企
業
）
会
計
が
あ
り

ま
す
。
主
な
特
別
会
計
の
内
、

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

会
計
は
、
二
億
八
千
七
百
四
万

円
の
赤
字
、
老
人
保
健
医
療
会

計
が
、
千
百
九
十
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
水
道
事

業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
は
、

七
百
六
十
九
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一

般

会

計

一

般

会

計

一

般

会

計

特

別

会

計

特

別

会

計

特

別

会

計

経
常
収
支
比
率
・
・
・

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標
と

し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
の
率
が
低
け
れ
ば
低
い

ほ
ど
、
収
入
に
余
裕
が
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市

で
は
、
七
五
　
程
度
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の

落
ち
込
み
に
よ
り
、
全
国

的
に
厳
し
い
財
政
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
比
率
・
・
・

　
市
が
借
り
た
お
金
に
対

し
て
、
元
金
の
返
済
や
利

子
の
支
払
額
が
、
一
般
財

源
に
占
め
る
割
合
を
い
い

ま
す
。

起
債
制
限
比
率
・
・
・

　
地
方
債
（
市
が
す
る
借
金
）

の
許
可
に
係
る
指
標
と
し
て
、

二
〇
　
以
上
の
場
合
、
起

債
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

財
政
力
指
数
・
・
・

　
市
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

一
に
近
い
ほ
ど
財
源
に
余

裕
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
・
・
・

　
地
方
公
務
員
の
給
与
水

準
を
表
す
も
の
で
、
国
家

公
務
員
の
給
与
を
一
〇
〇

と
し
て
比
較
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト

歳 入 252億2,233万円歳 出 248億8,334万円

歳 出歳 出歳 出

土木費
17億7,781万円
（7.2％）

民生費
41億8,672万円
（16.8％）

総務費
29億6,875万円
（11.9％）

　　公債費
28億8,498万円
（11.6％）

　　衛生費
41億4,038万円
（16.6％）

教育費
57億8,645万円
（23.3％）

土木費
17億7,781万円
（7.2％）

民生費
41億8,672万円
（16.8％）

総務費
29億6,875万円
（11.9％）

　　公債費
28億8,498万円
（11.6％）

　　衛生費
41億4,038万円
（16.6％）

教育費
57億8,645万円
（23.3％）

消防費
5億7,290万円
（2.3％）

農林水産業費
7億5,401万円
（3.0％）

労働費・諸支出金
1億3,292万円

（0.5％）

議会費
1億9,166万円
（0.8％）

災害復旧費
11億6,732万円
（4.7％）

商工費
3億1,944万円
（1.3％）

歳 入歳 入歳 入

その他
3億1,162万円

（1.2％）

繰入金
11億9,580万円
（4.7％）

地方特例交付金
1億5,544万円

（0.6％）

地方譲与税
2億3,061万円

（0.9％）

20億4,559万円
（8.1％）

24億4,903万円
（9.7％）

繰越金
1億9,639万円

（0.8％）
使用料及び手数料
4億8,051万円
（1.9％）

諸収入
8億7,183万円
（3.5％）

地方消費税交付金
4億6,587万円
（1.9％）

分担金及び負担金
8億4,906万円
（3.4％）

42億1,893万円
（16.7％）

市　債
66億5,800万円
（26.4％）

市　税
50億9,365万円
（20.2％）

国庫支出金

地　方
交付税

県支出金

市　債
66億5,800万円
（26.4％）

市　税
50億9,365万円
（20.2％）

国庫支出金

地　方
交付税

県支出金



９

　
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
は
、

民
間
企
業
が
決
算
の
と
き
に
発

表
す
る
「
賃
借
対
照
表
」
に
当

た
る
も
の
で
、
所
有
す
る
資
産

の
内
容
と
、
そ
の
資
産
を
取
得

す
る
た
め
の
自
己
資
金
（
正
味

資
産
）
や
借
金
（
負
債
）
の
内

訳
を
左
右
に
対
比
さ
せ
た
表
の

こ
と
で
す
。

　
一
方
、
現
在
の
地
方
自
治
体

の
会
計
制
度
で
は
、
一
年
間
の

金
銭
の
出
入
り
（
歳
入
と
歳
出
）

だ
け
を
記
録
す
る
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
年
度

ご
と
の
収
支
は
明
ら
か
に
な
る

も
の
の
、
預
金
や
借
金
、
資
産

が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
と
い
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
市
が
所
有
し
て
い

る
資
産
や
負
債
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
、
違
う
角
度
か
ら
財
政

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
総
額

は
、
約
六
百
九
十
五
億
円
、
負

債
合
計
は
、
約
三
百
九
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
あ
た
り
で
は
、
資

産
が
、
約
百
七
十
一
万
円
、
負

債
が
約
七
十
六
万
円
、
正
味
資

産
が
、
約
九
十
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

洲
本
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

公
表
し
ま
す

景
気
低
迷
が
続
く
中
、
よ
り
効
率
的
な
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
洲
本
市
で
も
、
五
年
前
か
ら

民
間
企
業
の
会
計
手
法
で
あ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
使
っ
て
、
財
政
状
況
の
把
握
や
分
析
に
努

め
て
い
ま
す
。

　洲本市では多くの自治体で採用している「総務省版
の様式」によるバランスシートを公表しています。前
年度と対比する場合は、市のホームページをご覧くだ
さい。

借　　　方 貸　　　方

総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
その他
計

3,267,201 
1,356,636 
5,307,957 
570,244 

8,010,953 
659,673 

23,831,257 
890,335 

17,816,216 
215,028 

61,925,500

地方債

債務負担行為

　・物件の購入など

　・債務保証書又は損失補償

債務負担行為計

退職給与引当金

25,697,784 

0 

3,308,462

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

1,879,944 

0 

1,879,944

国庫支出金

都道府県支出金

一般財源等

6,747,009 

6,421,129 

25,405,656

投資及び出資金
貸付金
基金
　・特定目的基金
　・土地開発基金
　・定額運用基金
基金計

3,060,776 
92,490

1,529,478 
1,627,030 

0
3,156,508

現金・預金
　・財政調整基金
　・減債基金
　・歳計現金
現金・預金計

1,000
41,700 
347,619 
390,319

未収金
　・地方税
　・その他
未収金計

772,695 
61,696 
834,391

［ 資 産 の 部 ］

資 産 合 計

［ 負 債 の 部 ］

［ 正 味 資 産 の 部 ］

有 形 固 定 資 産 固 定 負 債

流 動 負 債

投 資 等

流 動 資 産

有形固定資産合計 61,925,500

固定負債合計 29,006,246

負債合計 30,886,190

正味資産合計 38,573,794

投資等合計 6,309,774

流動資産合計 1,224,710

69,459,984

負債・正味資産合計 69,459,984

洲 本 市 の バ ラ ン ス シ ー ト
平 成 １ ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 （単位：千円）

流動負債合計



１０

　
利
用
客
を
増
や
し
て
経
営
改

善
を
図
り
、
航
路
の
存
続
を
目

指
す
た
め
、
洲
本
港
と
関
西
国

際
空
港
を
結
ぶ
「
洲
本
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
」
の
往
復
運
賃
な
ど
が
、

九
月
一
日
か
ら
安
く
な
り
ま
し

た
。

　
主
な
運
賃
改
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
往
復
運
賃
を
値
下
げ

　
大
人
の
往
復
料
金
が
四
千
七

百
七
十
円
か
ら
四
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

◆
団
体
割
引
の
人
数
を
変
更

　
十
五
人
か
ら
の
団
体
割
引
（
一

割
引
き
）
が
、
十
人
以
上
な
ら

二
・
五
割
引
き
、
二
十
人
以
上

な
ら
三
割
引
き
に
な
り
ま
し
た
。

◆
淡
路
島
内
の
住
民
を
対
象
に

し
た
日
帰
り
特
別
料
金
の
新
設

　
淡
路
島
内
の
人
が
日
帰
り
を

す
る
場
合
の
料
金
は
、
二
千
五

百
円
（
予
約
が
必
要
）
。

◆
駐
車
場
利
用
料
金
の
割
引

　
一
日
三
百
円
の
洲
本
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
料
金
が

往
復
利
用
者
に
限
り
、
駐
車
日

か
ら
七
日
間
ま
で
は
無
料
に
な

り
ま
し
た
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
パ
ー
ル
ラ

イ
ン
（
1
２
３
・
１
４
４
４
）

へ
。

◆値下げ後の運賃（９月１日～） （円）

大　　人  

２，５００ 

１，５００ 

４，０００ 

１，２７０

２，５４０

２，０４０

４，０８０

２，５００

１，９００

３，８００

１，８００

３，６００

１，７９０

３，５８０

２５，１７０

７３，６９０

小　　児 

１，２６０

１，１５０

２，４１０

６４０

１，２８０

１，２６０

１，１５０

２，３００

１，１５０

２，３００

片　道

復　路

往　復

片　道

往　復

片　道

往　復

往　復

片　道

往　復

片　道

往　復

片　道

往　復

１１枚

一般

身障者

学生割引

日帰り特別割

引（要・予約）

一般団体

（１０人）

一般団体

（２０人）

学生割引

（１５人）

回数券

１か月定期

◆時刻表

上り（洲本港→関空港）
便名

１

２

３

４

５

６

７

８

下り（関空港→洲本港）

 洲本港発

　６：５０

　８：５０

１０：５０

１２：５０

１４：５０

１６：５０

１８：５０

２０：５０

  関空港着

　７：３９

　９：３９

１１：３９

１３：３９

１５：３９

１７：３９

１９：３９

２１：３９

  関空港発

　７：５０

　９：５０

１１：５０

１３：５０

１５：５０

１７：５０

１９：５０

２１：５０

  洲本港着

　８：３８

１０：３８

１２：３８

１４：３８

１６：３８

１８：３８

２０：３８

２２：３８

－

－

－

－

－

－



１１

TEL 26-1133

淡路ごちそう館 （みけつくに）御食国
☆御食国の行楽弁当（持帰り専用）☆

私たちの住む淡路島の特産品を全
国へ宅配します。
いろいろ選んで詰め合わせる
「うまいもん」ギフトが好評!

季節の食材を活かした特製のお弁当です。
各種会合、運動会、イベントなど様々な行
事に少人数からでもご利用いただけます。

＜定休日＞　第二、第三の水曜日
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。

1,500円税込よりご予算に応じてお献立。
※　ご注文は前日までにお願いいたします。

９月下旬から、国勢調査員が皆さんのお
宅に調査票を配りにおうかがいします。
調査票がお手元に届いたら、１０月１日
現在の皆さんの状況を記入してください。
記入していただく項目は、男女の別、出
生の年月、就業状態、通勤・通学地、住
居の種類など１７項目です。

記入していただいた内容は、統計を作成
するためだけに使い、調査票は集計後に
溶かします。調査票に書かれたことが他
にもれることは絶対にありませんので、
ご安心ください。
１０月上旬までに、再び国勢調査員が調
査票を受け取りにおうかがいします。

総務省統計局・兵庫県・洲本市

調査票の
配布

調査票に
記入して
ください

回収

集計・公表

まちづくり
などの
資料として
活用します

調査票は
溶かして
再生紙に

あなたとこのまちの２１世紀のために１０月１日、国勢調査を実施します。
５年に１度、日本に住んでいる全ての人を対象に行う大規模な統計調査です。
あなたとこのまちの２１世紀のために１０月１日、国勢調査を実施します。
５年に１度、日本に住んでいる全ての人を対象に行う大規模な統計調査です。

あなたの調
査票には

日本の大切な未来が
つまっています。

平成17年10月1日(土)
９月下旬から国勢調査員がおうかがいいたします。



１２

　
石
綿
は
、
繊
維
状
け
い
酸
塩

鉱
物
で
、
ス
レ
ー
ト
材
、
ブ
レ

ー
キ
パ
ッ
ド
、
防
音
材
、
断
熱

材
、
保
温
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
綿
は
、
触
れ
て
も
安
全
で

す
が
、
飛
び
散
っ
て
吸
い
込
む

と
肺
の
中
に
残
り
発
病
し
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
発
症

す
る
関
連
疾
患
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▽
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
肺

　
肺
が
線
維
化
し
て
し
ま
う
肺

　
線
維
症
（
じ
ん
肺
）
と
い
う

　
病
気
の
一
つ
で
す
。
石
綿
に

　
よ
る
肺
線
維
症
を
特
に
石
綿

　
肺
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
潜
伏

　
期
間
は
十
五
〜
二
十
年
と
い

　
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
肺
が
ん

　
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
か
ら
肺
が

　
ん
発
症
ま
で
に
十
五
〜
四
十

　
年
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
曝

　
露
量
が
多
い
ほ
ど
肺
が
ん
の

　
発
生
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

▽
悪
性
中
皮
腫

　
胸
膜
、
腹
膜
、
心
膜
な
ど
に

　
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。

　
潜
伏
期
間
は
二
十
〜
五
十
年

　
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ

量
と
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
の

発
病
に
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
短
期
間
に
少
な
い
量

を
吸
い
込
ん
だ
場
合
の
発
が
ん

の
危
険
性
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
く
、
ど
れ
く
ら
い
の
量

で
中
皮
腫
に
な
る
か
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
過
去
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱

う
業
務
に
就
い
て
い
た
人
、
ア

ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
可
能

性
の
あ
る
人
で
呼
吸
困
難
、
咳
、

胸
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
、

そ
の
他
特
に
心
配
な
人
は
労
災

病
院
か
、
洲
本
健
康
福
祉
事
務

所
（
保
健
所
）
な
ど
の
専
門
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害
は
、
潜
伏
期
間
が
長
い
の
で
、
昭
和
三
十
〜
四
十
年
代
に

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
工
場
で
働
い
て
い
た
人
、
工
場
近
隣
に
居
住
し
て
い
た
人
な
ど
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
関
連
疾
患
を
心
配
し
て
い
る
人
は
、
お
勤
め
の
場
合
は
勤
務
先

の
事
業
所
、
ま
た
は
市
で
実
施
す
る
健
診
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と
は
？

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が

原
因
で
発
症
す
る
疾
患

ア
ス
ベ
ス
ト
と

発
病
の
関
係
は
？

症
状
が
あ
る
場
合
は

専

門

機

関

へ

若者の消費者トラブル
　３０歳未満の若者のエステサービスによるトラブルが

増加しています。そのうちエステで次々に販売に巻き込

まれるケースが、前年度の約１．５倍に増えています。

エステの施術を受けるたびに、脱毛、美顔や痩身など別

のエステを勧められたり、施術に必要と言われて化粧品

や補整下着などの契約を次々に迫られたりするケースが

目立ちます。中には特別に安くすると言われて、エステ

とは無関係のアクセサリーを勧められるケースも出てい

ます。

　「一度契約したら途中で解約できない」と言われたな

どのトラブルも見受けられますが、エステサービスとそ

の関連商品は、法律で中途解約することが認められてい

ます。消費者も契約する際には、本当に必要なものかど

うかよく考え、慎重に対応するよう心がけましょう。

　国の公衆衛生審議会から、昭和５０年から５２年生まれの人
はポリオワクチンを接種したにもかかわらず、抗体保有率が低
いと報告されています。この年代の人は、ポリオウィルス常在
国に渡航される時や、子どもがポリオワクチンの接種を受ける
時に再度、予防接種を受けられることをお勧めします。
　１１月８日、９日、１１日（健康福祉館）、１５日（由良公民館）
にポリオワクチンの接種を行います。接種希望の人は、１０月
１４日（金）までに電話で保健センターへ申し込んでください。
任意接種のため４，０００円が必要です。平成１１年度より任
意の追加接種を行ってきましたが、当センターでの実施は今回
で最終とさせていただきます。また次の病院などでも接種でき
ます。
　兵庫医科大学病院
　（西宮市武庫川町　1０７９８・４５・６　１１１）
　神戸市中央保健所（海外渡航者のみ）
　（神戸市中央区雲井通　1０７８・２３２・４４１１）
　詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課（1２２・３３３７）へ。

▽
▽

▼

　労災病院　
　関西労災病院呼吸器科（1０６・６４１６・１２２１）
　神戸労災病院（1０７８・２３１・５９０１）
　アスベスト対策総合案内ダイヤル（通話無料）
　兵庫県淡路県民局（1０１２０・３６・７８３０
　年中無休　午前９時～午後５時３０分）
　専門相談窓口
　健康相談…洲本健康福祉事務所（保健所）（1２６・
　２０５１、２４時間対応）
　環境相談…淡路県民局県民生活部環境課（1２６・２
　０７０、土日祝を除く午前９時～午後５時）　
　建築相談…淡路県民局建築課（1２６・３２４７、土
　日祝を除く午前９時～午後５時）
　消費生活相談…県立淡路生活科学センター（1０７９９・
　８５・０９９９、土日祝を除く午前９時～午後４時）
　住民健診窓口…洲本市健康福祉館内健康課保健センタ
　ー（1２２・３３３７、土日祝を除く午前８時３０分
　～午後５時）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

ば
く
ろ



１３

　老人保健・福祉医療制度は、高齢者や障害者、乳幼児が安心して医療をうけられるように、
みんなで医療費を出し合う制度です。現行の医療保険制度を維持し、安心して医療を受けられ
るように医療費の現状をよく理解し、医療費の有効利用を考えてみましょう。

平成16年度　洲本市の老人保健・福祉医療費の状況

老人医療費はなぜ増えるのでしょう
　老人医療費が増える主な原因のひとつが生活習慣病の増

加です。高齢になると「高血圧」や「心臓病」｢糖尿病」

といった生活習慣病をかかえる人が増えてきます。生活習

慣病などの慢性的な病気は完治が難しく、通院や入院など

の療養期間が長くなりがちです。また他の病気も併発しや

すく、受診する回数も増えるため、医療費は増加してしま

うのです。

　医療機関へのかかり方も医療費増加の一因です。複数の

医療機関をかけもちしたり（重複受診）、急病のとき以外

の時間外・休日受診なども医療費の増加につながります。

栄養・運動・休養で健康的に
　　　　　いきいきと生活しましょう

医療費を大切に使いましょう

一人当たり医療費公費負担医療費受診件数受給者数
老人保健医療費
対前年比
老人医療費
対前年比
障害者医療費
対前年比
乳幼児医療費
対前年比
母子家庭等医療費
対前年比

6,584 
95 .0 
1 ,381 
92 .6 
275 
103.0 
2 ,026 
97 .5 
756 
106.3

人

人

人

人

人

198,066 
97 .4 

34 ,849 
90 .0 
6 ,492 
103.5 
32 ,494 
92 .8 
9 ,403 
113.9

件

件

件

件

件

4,677,985 ,335
101.8 

94 ,262 ,209 
90 .6 

48 ,732 ,572 
100.2 

46 ,623 ,726 
81 .4 

26 ,633 ,250 
111.0

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

710,508 
107.2 
68 ,256 
97 .8 

177,209 
97 .3 

23 ,013 
83 .5 

35 ,229 
104.7

上手なお医者さんのかかり方

　かかりつけ医を持ちましょう

　お医者さんのかけもち（重複受診）はやめましょう

　お医者さんを信頼し、指示をまもりましょう

上手な薬とのつきあい方

　新しいお医者さんにかかるとき、すでに他のお医者さ

　んでもらっている薬があれば、それを見せましょう

　飲み忘れたときなどはどうすればいいのか、聞いてお

　きましょう

　副作用の経験がある人は、お医者さんにはっきり告げ

　ましょう

健康診断の受け方

　年に１度は必ず受けましょう

　再検査、精密検査が必要とされたら、必ず受診しまし

　ょう

　結果をかかりつけ医に報告しましょう

健康寿命の延ばし方

　生活習慣を見直しましょう

　からだを動かしましょう

　寝たきりを防ぎましょう

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▼ 詳しくは、洲本市健康福祉館内健康課医療係（1２２・３３３７）へ。

１０月からの介護保険の制度改正についてわかりやすく解説するラジオ番組「宮崎美子のみんながほっと介護保険スペシャル」を朝日放送（Ａ
ＢＣ）外全国３３局ネットで（９月２５日（日）６：１５～６：４５）放送します。

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント

パー
セント
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洲本市・淡路県民局・洲本警察署・洲本交通安全協会

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
柿
の
白
和
え

◆
作
り
方

　
な
べ
に
湯
を
沸
か
し
、
塩
を

　
ひ
と
つ
ま
み
入
れ
て
豆
腐
を

　
ゆ
で
、
ふ
き
ん
に
と
り
、
水

　
気
を
切
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
は
、
さ
っ
と
茹
で
る
。

　
柿
は
、
八
つ
割
り
に
し
、
薄

　
切
り
に
す
る
。

　
す
り
鉢
で
、
粘
り
が
で
る
ま

　
で
ご
ま
を
よ
く
す
り
、
豆
腐

　
を
加
え
て
さ
ら
に
す
る
。
調

　
味
料
Ａ
を
加
え
て
よ
く
す
り

　
合
わ
せ
る
。

　
　
に
柿
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

　
加
え
て
和
え
る
。

１

２３

４
３

◆材料（４人分）

ブロッコリー　　　１００ 

柿　　　　　　　　　　１個

もめん豆腐　　　　　１/２丁

ごま　　　　　　　大さじ２

砂糖　　　　　　　小さじ２

塩　　　　　　　小さじ１/３

しょうゆ　　　　小さじ１/２

みそ　　　　　　小さじ１/２

エネルギー　　１００  

塩分　　　　　０．８ 

グラ
ム

グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

１人分

洲本市いずみ会

１４

　洲本市教育委員会では、学校給食調理師の指導により、８月９日中央公民館で親子料理教室を実施しました。１学期に実

施した給食に関するアンケート結果に基づき、学校給食で子どもたちに人気のあるメニューに取り組みました。

　１２組の募集に対して３１組の申し込みがあり、抽選の結果１３組３５人の親子が料理に挑戦しました。

　この事業は、料理を通じて、作る楽しさや食べる楽しさを実感し、親子のコミュニケーションを高めることを目的として

います。

ご飯

揚げ鶏レモンづけ

味噌汁

きんぴらごぼう

ポテトサラダ

　大変楽しかった。来年も参加したい。

　ひじき・フルーツ和えを作ってみたい。

　難しかった。お父さんにも食べさせてあげたい。

　楽しい時間を過ごすことができて、心もおなかも満足です。毎日給食

　を作ってくださっている大変さが少しわかったような気がします。

▽
▽

▽
▽

A



１５

99

　幼児期の情緒の安定は、子どもをとりまく周りの環境に大きな影響を受けます。そこで、当園では、園周辺の自然を取

り入れた遊びや人々との交流体験を通して、明るさや優しさを育んでいます。また、ルールを身につけ、自分の命を守る

安全教育にも力を入れています。今回は、洲本消防署の隊員さん、内町派出所のおまわりさんにご協力をいただきました。

子どもたちは多くの人々に触れることを通して、少しずつその感性が磨かれていきます。

　みなさん　ありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

5/26子育て学習センター「プチトマト」の
みんなと園庭で遊びました。
（砂遊びなどで楽しく交流できました）

 6/5洲本消防署の隊員の指導により
親子で避難体験をしました。
(煙の中を避難しました)

6/9内町派出所のおまわりさんが、指人形と手作り
絵本で命の大切さについて、お話をしてください
ました。（子どもたちは、真剣に聞きました）

　大野幼稚園は「自ら環境とかかわり、心身共に健康で明るく感性豊か

な幼児を育成する」を目標として、体験活動を重視した取り組みを行っ

ています。

　例えば、野菜を栽培して収穫物をクッキングしたり、地域の施設を訪

問したり、また高齢者の皆さんとも交流を持っています。さまざまな人

や物、自然との出会いを大切にし、温かい人間性を育んでいます。

　「大野コミュ二ティー」を訪問した6月22日は、広域消防のご協力によ

り、最新式のはしご車やポンプ車に来てもらいました。園児たちは、は

しご車に乗せてもらったり、放水の訓練をさせてもらったり、初めての

体験に感激し、「どこから水でるの？」「はしご車は何時使うの？」「この消防車には何がのってるの？」「これどうし

て動かすの？」・・・と次々質問を浴びせていました。この様な子どもたちの質問にも一つ一つ丁寧に答えてくれて、地

域の人の優しさや、見守ってくれる温かい心に触れ、人と関わる楽しさや、喜びを味わうことができた貴重な１日でした。

　　
みーんな　なかよし！

　　
みーんな　なかよし！

だいじな「いのち」をたいせつに！だいじな「いのち」をたいせつに！



写真
ニュースースー

洲本建設業組合が災害備品を寄贈

台
風
時
期
に
備
え
て
　
消
防
団
が
水
防
訓
練

　
台
風
な
ど
が
襲
来
す
る
秋
の
出
水
期
に
備
え
て
洲
本
市
消
防
団

が
、９
月
４
日
城
戸
ア
グ
リ
公
園
で
水
防
工
法
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

土
の
う
積
み
や
無
線
機
に
よ
る
通
信
訓
練
、救
護
用
エ
ア
テ
ン
ト
設

置
の
訓
練
に
お
よ
そ
１
２
９
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

齢者宅を訪問しました。男性の最高齢者は、９８歳の悦見正平さん、女性は兵庫県

内の最高齢者でもある１０９歳の井出よしのさんです。

サマーフェスティバルに新しい盆踊り

　「第９回洲本の盆踊りサマーフェスティバル」が、８

月１３日ジャスコ駐車場東側空き地で開催されました。

今年は、昔から伝わる民話「八狸」をモチーフにし新た

に作られた盆踊り「四季の八狸」が披露されました。

日市役所に寄贈されました。また、同組合とは、現在災

害時の応急復旧に関する協定を締結するための調整

が行われています。

地元の産物をＰＲ
　「四季のイベント」の一つ「食の祭典」（地元産

物を屋台形式で販売するイベント）が、８月１２

日御食国横多目的広場で開催されました。会場

では、かごいっぱいに野菜や海産物を買う人や、

はも鮨やカレーライスなどを用意されていたテ

ーブルで食べている人の姿が見られました。

１６１６



すもと　よみがえる町　未来の都市（まち）
～響きあう心・つむぎだす夢～

音楽

展示

活動・交流

１０月２２日（土）、２３日（日）
主催　図書館市民まつり実行委員会

　詳しくは、洲本市立図書館（1２２・０７１２）へ。▼

コーラス

アンサンブル

箏演奏

大正琴演奏

連琴・琴

ミニミニコンサート

鼓隊演奏

アンサンブル　フェリーチェ

女声アンサンブル　エールベール

生田流箏曲葉風会　井本社中

琴伝流大正琴「琴芳会」

連琴舎

小森ジャズダンス教室

ガールスカウト２団・６２団

事　　業　　名 主　　催　　者

生花展示

ちぎり絵展示

フラワーアレンジメント

籐手芸作品展示

貴重植物パネル展示

寄せ植え展

能面展示

墨彩画展示

児童室飾り付け

池坊･小原流・温故流・嵯峨御流･先春流・
未生流（庵家）・未生流中山文甫会

ちぎり絵同好会

欧風花インスティテュート

籐手芸を楽しむ会

淡路島の自然を愛する会

バーベナあわじ

谷上絹子

彩遊会

図書館ボランティア

呈茶

講演会「バラの香り」

講演会「男女共同参画社会に向けて」

デイジー図書を作ろう

スタンプラリー

電子紙芝居－あわじのむかしばなし－

おはなし会

おりがみ教室

つくってあそぼう！

朗読

バザー

煎茶道方円流兵庫支部淡島会

あわじ島国際理解教育センター・ＡＶＣ

ウィメンズネットあわじ

デイジー淡路

洲本高等学校家庭クラブ

洲本実業高等学校

図書館ボランティア

図書館ボランティア

図書館ボランティア

図書館ボランティア

コスモス作業所

１７１７



◆
部
　
門 

 

日
本
画
・
洋
画
・

　
書
・
彫
塑
・
工
芸
・
写
真

◆
応
募
資
格  

満
十
五
歳
以
上

◆
出
品
点
数 

 

一
人
一
部
門
に

　
つ
き
一
点
、
自
作
未
発
表
の

　
も
の

◆
作
品
受
付 

 

十
月
二
十
八
日

　
f
、
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
、

　
洲
本
市
文
化
体
育
館

◆
展
　
示 

 

入
選
作
品
は
、
十

　
一
月
二
日
d
〜
十
一
月
六
日

　
a
ま
で
洲
本
市
文
化
体
育
館

　
で
展
示
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
美
術
展

運
営
委
員
会
（
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
内
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
６
７
、
３
６
８
）

へ
。

　
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の

人
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
人
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
請
求
書
類
は
、
洲
本
市
健
康

福
祉
館
介
護
福
祉
課
の
窓
口
に

お
い
て
あ
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
（
1
０
１

２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
、
Ｈ

Ｐ
　http://w

w
w
.heiw

a.go.jp

）

へ
。

　
兵
庫
県
で
は
、
森
林
の
荒
廃

や
都
市
の
緑
の
喪
失
が
進
む
中
、

多
様
な
公
益
的
機
能
を
有
し
、

県
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る

「
緑
」
の
保
全
・
再
生
を
社
会

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
「
県
民
緑

税
」
（
県
民
税
均
等
割
の
超
過

課
税
）
を
導
入
し
、
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
や
防
災
・
環
境
改

善
の
た
め
の
都
市
の
緑
化
を
進

め
ま
す
。

◆
税
　
率
　
▽
個
人
は
八
百
円

　
▽
法
人
は
均
等
割
額
の
十
 

　
相
当
額
（
二
千
円
〜
八
万
円
）

　
（
年
額
）

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
税
務
課

（
1
０
７
８
・
３
６
２
・
３

０
８
６
）
へ
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。

確
か
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
し

た
人
が
肺
癌
で
死
亡
す
る
確
率

は
そ
う
で
な
い
人
の
五
倍
も
高

く
大
変
危
険
で
す
。

　
一
方
、
タ
バ
コ
二
十
本
を
二

十
年
以
上
吸
っ
た
人
の
肺
癌
死

亡
率
は
非
喫
煙
者
の
十
倍
に
も

な
り
ま
す
。
非
喫
煙
者
で
も
他

人
の
タ
バ
コ
の
け
む
り
を
吸
わ

さ
れ
て
肺
癌
で
亡
く
な
る
人
が

全
国
で
毎
年
千
〜
二
千
人
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
喫

煙
者
が
喫
煙
者
と
共
に
一
日
一

時
間
を
同
室
で
過
ご
す
こ
と
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
建
物

で
二
十
年
間
を
過
ご
す
よ
り
も
、

肺
癌
を
発
症
す
る
確
率
が
百
倍

近
く
高
く
な
り
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
は
肺
癌
だ
け
で

は
な
く
、
喉
頭
癌
、
胃
癌
、
子

宮
癌
な
ど
の
多
く
の
癌
、
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
、
肺
気
腫
、
喘

息
、
歯
周
病
、
不
妊
症
、
勃
起

不
全
、
認
知
症
な
ど
多
く
の
病

気
を
引
き
起
こ
し
、
妊
婦
の
喫

煙
は
子
ど
も
の
先
天
異
常
、
知

能
低
下
、
乳
幼
児
突
然
死
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
中

耳
炎
や
喘
息
に
も
親
の
喫
煙
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス

ト
を
気
に
し
て
い
な
が
ら
、
タ

バ
コ
の
煙
に
無
頓
着
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
最
近
で
は
タ
バ

コ
を
吸
う
人
が
普
段
吐
く
息
に

よ
っ
て
も
周
り
の
人
に
健
康
被

害
が
及
ぶ
と
い
う
報
告
が
出
始

め
て
い
ま
す
。

　
非
喫
煙
者
は
タ
バ
コ
の
煙
を

微
塵
も
吸
わ
さ
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
喫
煙
者
は
す
ぐ
に
禁
煙

す
べ
き
で
す
。
タ
バ
コ
の
効
能

は
禁
断
症
状
に
よ
る
イ
ラ
イ
ラ

が
消
え
る
だ
け
で
一
利
も
あ
り

ま
せ
ん
。
禁
煙
す
れ
ば
イ
ラ
イ

ラ
の
な
い
快
適
な
生
活
が
待
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
や
禁
煙
の
薬

も
あ
り
、
だ
れ
で
も
禁
煙
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
バ
コ
に
よ
る
犠
牲
者
は
日

本
で
年
間
十
一
万
人
以
上
に
の

ぼ
り
ま
す
。
犠
牲
者
を
も
う
こ

れ
以
上
出
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

１８

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し

て
い
ま
す
。

写真の人に出合ったら、
広報にのっていたねと、
ひと声かけてね。

第

五

十

八

回

洲
本
市
美
術
展
作
品

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

皆

さ

ん

へ

「
県
民
緑
税
」
が

導
入
さ
れ
ま
す

洲本市休日等応急診療所

山岡　雅顕医師

な
に
よ
り
危
険
な
タ
バ
コ
の
け
む
り

募

集

パ
ー

セ
ン
ト



１９

　
あ
な
た
の
会
社
は
従
業
員
の

退
職
金
を
ど
の
よ
う
に
準
備
し

て
い
ま
す
か
。
中
退
共
制
度
は

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
す
。
安
全
・

確
実
・
有
利
な
中
退
共
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
中
退
共
制
度
の
特
色
　
▽
適

　
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

　
行
先
で
す
。
▽
掛
金
の
一
部

　
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
▽
パ

　
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入

　
で
き
ま
す
。
▽
掛
金
は
税
法
上
、

　
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

　
▽
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や

　
企
業
間
を
転
職
し
た
場
合
に

　
通
算
で
き
ま
す
。
▽
掛
金
は

　
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

　
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支

　
払
い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡

　
単
で
す
。

◆
加
入
の
手
続
き
　
所
定
の
申

　
込
用
紙
に
記
入
、
押
印
の
う

　
え
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た

　
は
委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
（
1
０
３
・

３
４
３
６
・
０
１
５
１
）
へ
。

　
こ
の
度
、
国
土
交
通
省
が
実

施
す
る
「
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
国
土

地
理
院
が
次
の
と
お
り
測
量
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◆
と
　
き
　
九
月
下
旬
〜
平
成

　
十
八
年
三
月
下
旬
（
予
定
）

◆
対
象
地
域
　
洲
本
市
の
人
口

　
集
中
地
区
（
海
岸
通
、
山
手
、

　
本
町
、
栄
町
、
塩
屋
、
炬
口
、

　
宇
山
、
物
部
、
上
物
部
、
桑

　
間
地
区
の
全
部
ま
た
は
一
部
）

　
※
人
口
集
中
地
区
と
は
人
口

　
密
度
が
四
千
人
／
平
方
 
 

　
以
上
で
あ
り
、
隣
接
し
て
五

　
千
人
以
上
を
有
す
る
地
区
が

　
存
在
す
る
地
区
の
こ
と
で
す
。

◆
作
業
内
容
　
測
量
作
業
（
基

　
準
点
の
設
置
と
街
区
の
角
な

　
ど
の
測
量
を
行
い
ま
す
）
測

　
量
な
ど
を
行
う
作
業
員
は
腕

　
章
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書

　
を
所
持
し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
近
畿
地
方
測
量
部
測

量
課
（
1
０
６
・
６
９
４
１
・

４
７
０
８
）
へ
。

◆
と
き
　
九
月
十
九
日
b

・
-

◆
開
館
時
間
　
午
前
九
時
〜
午

　
後
五
時
（
た
だ
し
入
館
は
午

　
後
四
時
半
ま
で
）

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
文
化
史
料

館
（
1
２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。

敬

老

の

日

満
六
十
五
歳
以
上
の
洲
本
市
民
に

限
り
淡
路
文
化
史
料
館
の

入
館
が
無
料
に
な
り
ま
す

わが家の　 ホ ー プ

（大野）

白水　凪 くん　（平成１４年６月１９日生まれ）
なぎ

美紗月ちゃん　（平成１６年１２月６日生まれ）

み 　 さ 　 き

退
職
金
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
【
中
退
共
】

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

に
伴
う
測
量
な
ど
を

実

施

し

ま

す

キ　
ロ
メ
ー
ト
ル

　自賠責保険・共済は、万一の交通事故の際の基本的な対人
賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべての自動車に
加入が義務づけられている保険・共済です。特に車検制度の
ない２５０　以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）
は、期限切れ、かけ忘れにご注意を！
　自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jpでご覧に
なれます。

◆展示会場　リサイクルセンターみつあい館
◆と　き　９月３０日（金）～１０月２日（日）　　　　　
　　　　　 午前９時～午後５時
　　　　　（最終日は正午まで、展示終了後抽選いたします）
　詳しくは、リサイクルセンターみつあい館（1２６・１１
５３）へ。

▼　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３３

２１内線３４３）へ。

シー
シー

▼

◆と　き　１０月２０日（木）～２３日（日）

　　　　　午前１０時～午後７時

◆ところ　洲本市文化体育館

　詳しくは、秦大猷書展実行委員会（電話２４・００３０）へ。▼

「ずっとなかよしでいようね。凪より」



２０

情報広場

　
平
成
十
七
年
度
十
月
期
の
児

童
手
当
（
特
別
給
付
）
を
次
の

期
日
に
指
定
の
金
融
機
関
に
口

座
振
込
み
し
ま
す
。

◆
振
込
日
　
十
月
十
四
日
f

（
平

　
成
十
七
年
六
〜
九
月
分
）

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
（
1
２
２
・
３

３
３
２
）
へ
。

 
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、
個
別
成
人
病
健
診

を
洲
本
市
医
師
会
の
協
力
で
行

い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
の
予
約
申

込
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
今
年
か
ら
五
十
歳
以
上
の
人

は
前
立
腺
が
ん
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
一
回
以
上
の
健
康
診
断
を

習
慣
づ
け
、
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者
 
市
内
に
住
所
の
あ

　
る
四
十
歳
以
上
の
人
。
勤
務

　
先
で
職
場
健
診
を
受
け
た
人

　
や
、
夏
の
集
団
健
診
を
受
け

　
た
人
は
除
き
ま
す
。

◆
と
　
き
 
十
月
一
日
g
〜
十

　
一
月
三
十
日
d
ま
で

◆
と
こ
ろ
 

市
内
の
医
院
や
診

　
療
所
。
た
だ
し
県
病
、
洲
本

　
健
康
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）

　
は
除
き
ま
す
。

◆
健
診
料
 

基
本
健
診
千
三
百

　
円
、
前
立
腺
が
ん
検
査
千
五

　
百
円

◆
検
査
項
目
 
血
圧
測
定
、
尿
・

　
循
環
器
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

　
糖
尿
な
ど
の
基
本
検
査
、
前

　
立
腺
が
ん
検
査

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

　
兵
庫
県
と
洲
本
市
で
は
、
本

年
度
次
の
人
に
祝
金
を
お
贈
り

し
ま
す
（
対
象
者
に
は
通
知
し

ま
す
）
。

◆
市
長
寿
祝
金

▽
満
七
十
七
歳
（
昭
和
二
年
九

　
月
十
七
日
〜
昭
和
三
年
九
月

　
十
六
日
生
ま
れ
の
人
）

　
一
万
円

▽
満
八
十
八
歳
（
大
正
五
年
九

　
月
十
七
日
〜
大
正
六
年
九
月

　
十
六
日
生
ま
れ
の
人
）

　
三
万
円

▽
満
九
十
九
歳
（
明
治
三
十
八

　
年
九
月
十
七
日
〜
明
治
三
十

　
九
年
九
月
十
六
日
生
ま
れ
の
人
）

　
十
万
円

◆
県
長
寿
祝
金

▽
満
八
十
八
歳
（
大
正
五
年
九

　
月
十
七
日
〜
大
正
六
年
九
月

　
十
六
日
生
ま
れ
の
人
）

　
三
万
円

▽
満
百
歳
（
明
治
三
十
七
年
九

　
月
十
七
日
〜
明
治
三
十
八
年

　
九
月
十
六
日
生
ま
れ
の
人
）

　
五
万
円

◆
祝
金
を
お
渡
し
す
る
日
程

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
1
２
２
・

９
３
３
３
）
へ
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
一

回
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
予
防
注
射
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
人
は
最
寄
り
の
動
物
病
院

で
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◆
予
防
注
射
の
対
象
　
生
後
九

　
十
一
日
以
上
の
犬

◆
注
射
料
金
　
三
千
二
百
円

◆
新
規
登
録
手
数
料
　
三
千
円

※
登
録
を
ま
だ
し
て
い
な
い
犬
、

　
新
た
に
飼
い
始
め
た
犬
の
場

　
合
は
、
犬
一
頭
に
つ
き
新
規

　
登
録
手
数
料
と
注
射
料
金
で

　
六
千
二
百
円
。
既
に
登
録
が

　
済
ん
で
い
る
犬
の
場
合
は
、

　
犬
一
頭
に
つ
き
三
千
二
百
円

　
と
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
環
境
整
備
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

千
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
（
一
部

公
費
負
担
）
。

◆
対
象
者
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
時

　
点
で
満
六
十
五
歳
以
上
の
洲

　
本
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
で

　
接
種
を
希
望
す
る
人

◆
接
種
期
間
　
十
月
十
一
日
c

　
〜
平
成
十
八
年
一
月
十
日
c

　
ま
で

◆
医
療
機
関
　
淡
路
島
内
の
医

　
療
機
関
。
事
前
に
医
療
機
関

　
に
確
認
を
し
、
必
ず
健
康
手

　
帳
と
住
所
・
生
年
月
日
が
わ

　
か
る
保
険
証
な
ど
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。
洲
本
市
以
外

　
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を

　
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
接
種
費
用
　
千
円

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

◆
九
月
二
十
八
日
d

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半

　
淡
路
広
域
消
防
ビ
ル

▽
午
後
〇
時
半
〜
午
後
二
時

　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店

▽
午
後
三
時
〜
四
時

　
淡
路
産
業

◆
十
月
十
九
日
d

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

１０

月

か

ら

の

健

康

診

断

を

受
け
ま
し
ょ
う

児
童
手
当
（
特
別
給
付
）
を

振
り
込
み
ま
す

市
・
県
長
寿
祝
金
を

お
贈
り
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は

き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う

六
十
五
歳
以
上
の
人
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
を

今

年

か

ら

徴

収

し

ま

す

９月２８日（水）

午前１０時～午後４時

９月２９日（木）

午前１０時～午後４時

９月３０日（金）

午前１０時～午後４時

洲本市民会館

展示室

由良支所

上灘出張所

中川原公民館

安乎公民館

内町・外町・物部・上物部・

潮・千草・小路谷・大野・

加茂・納・鮎屋（地区）

由良地区

上灘地区

中川原地区

安乎地区

とき ところ 対象地区



２１

２８１

写真
文

堀　田　　　久
（淡路昆虫研究会会長）

　
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
仲
間
に
は
、

動
物
の
ふ
ん
を
食
物
と
す
る
も

の
が
か
な
り
あ
り
、
そ
れ
ら
を

『
ふ
ん
虫
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
カ
ド
マ
ル
エ
ン
マ
コ
ガ
ネ
も

そ
の
一
つ
で
、
体
長
は
八
か
ら

十
二
 
、
か
ら
だ
全
体
が
黒
色

で
光
沢
が
あ
り
ま
す
。
成
虫
で

冬
を
越
し
、
四
月
頃
か
ら
現
れ

て
、
イ
ヌ
や
ウ
シ
な
ど
の
ふ
ん

に
集
ま
り
ま
す
。
十
一
月
頃
ま

で
活
動
す
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
成
虫
は
ふ
ん
の
下
に
穴
を
掘

り
、
そ
の
中
に
ふ
ん
を
運
び
こ

ん
で
、
そ
こ
に
産
卵
す
る
の
で

す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は
白
色
で

ふ
ん
を
食
べ
て
成
長
し
、
成
熟

す
る
と
体
長
は
十
七
 
前
後
に

な
り
ま
す
。

　
カ
ド
マ
ル
エ
ン
マ
コ
ガ
ネ
は

北
海
道
か
ら
本
州
、
四
国
、
九

州
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
普

通
種
で
す
。
淡
路
島
で
も
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
。

カドマルエンマコガネ

カ
ド
マ
ル
エ
ン
マ
コ
ガ
ネ

ミ
　
　
リ

ミ　リ

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
委

員
制
度
に
関
す
る
国
民
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
毎
年
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
、
全
国
一
斉

に
各
種
の
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
定
例
行
政
相
談
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
員
の
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▽
岸

本
惠
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一
一
一

1
２
２
・
５
２
３
８
　
▽
岩
川

百
百
子
さ
ん
、
海
岸
通
一
丁
目

七
番
四
号
1
２
２
・
０
１
９
０

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
b
、
午

　
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
1
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。

 
三
士
会
（
司
法
書
士
、
行
政

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
）
に

よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
、

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
b
、
午

　
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館

◆
費
　
用
　
無
料

▼
詳
し
く
は
、
司
法
書
士
・
野

口
泰
嗣
さ
ん
（
1
２
６
・
３
１

２
３
）
へ
。

　
重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言

を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。
公

正
証
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
最
寄
り
の
公
証
役
場
や
法

務
局
へ
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
公
証
役
場

（
1
２
４
・
３
４
５
４
）
か
、

神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局
（
1

２
２
・
０
４
９
７
）
へ
。

◆
と
　
き
　
九
月
十
七
日
g
、

　
午
後
一
時
〜
五
時

◆
と
こ
ろ
　
し
づ
の
お
だ
ま
き

　
館

◆
内
　
容
　
▽
認
知
症
（
痴
呆

　
症
）・
知
的
障
害
者
の
財
産

　
管
理
・
処
分
に
関
す
る
こ
と

　
▽
そ
の
他
認
知
症
高
齢
者
や

　
知
的
障
害
者
の
ご
家
族
が
法

　
的
に
困
っ
た
り
、
不
安
に
感

　
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と

◆
相
談
員
　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

　
ト
の
社
員
で
あ
る
司
法
書
士

▼
詳
し
く
は
、
濱
口
司
法
書
士

事
務
所
（
1
０
７
９
９
・
６
２
・

５
８
２
９
）
へ
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
を

対
象
と
し
た
母
子
専
門
相
談
員

（
弁
護
士
）
に
よ
る
無
料
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

◆
と
 
き
 
十
一
月
十
日
e

◆
と
こ
ろ
 
洲
本
市
健
康
福
祉

 
館
三
階
会
議
室

◆
締
切
り
 
十
月
十
四
日
f

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
福
祉
課

（
1
２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。

十
月
十
七
日
b
〜
二
十
三
日
a

行
政
相
談
週
間

特
設
人
権
相
談

法
の
日
の
無
料
相
談

全

国

一

斉

無
料
成
年
後
見
相
談
会

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
書
な
ど
は

公

正

証

書

に

十
月
一
日
g

〜
七
日
f

ま
で
は

公
証
週
間
で
す

相

談

　市では、家庭から排出される生活排水の水質浄化に
効果的な合併処理浄化槽設置工事に係る費用の一部を
補助する「洲本市合併処理浄化槽設置整備事業」を平
成５年度より実施し、平成１６年度末までに約１０２
０基に対し補助を行っています。
　トイレだけでなく台所･風呂･洗面所などの生活雑排
水も同時に処理できる合併処理浄化槽を設置し、快適
な住環境を実現してはいかがでしょうか。
◆補助対象区域　下水道事業計画区域外が補助事業の
　対象地域となります。合併処理浄化槽の設置予定場
　所が補助事業対象地域かどうかは市役所環境整備課
　でご確認ください。
◆補助対象住宅　補助申請者が居住する専用住宅と総
　延べ床面積の１/２以上の住宅部分を有する併用住宅
　が対象になります。
◆補助金額

◆補助申請期間　申請期間は平成１７年４月１日から
　平成１７年１２月２８日までとなります。なお、補
　助事業は平成１８年３月３１日までに完了すること
　が原則。
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・
３３２１内線３４３～３４４）へ。

▼

浄化槽人槽区分

　５人槽

　７人槽

１０人槽

補助金額

３５４，０００円

４１１，０００円

５１９，０００円



電話.　２４・４４５０　　ケーブル有
FAX.　２４・４４５２

《 新着本紹介 》
｢靖国神社｣

　赤澤史朗／著　岩波書店

｢くらしの法律相談book｣

　日常生活トラブル研究会／編

　学習研究社

｢大人もハマる週末面白実験｣

　左巻健男／編著　講談社

｢炊飯器で調理革命｣

　村田裕子／著　講談社

｢育てて楽しむペット植物｣

　山根健治／監修　家の光協会

｢どんぐりでつくろうかわいい動物たち｣

　江上和子／著　梟社

｢「お笑い」会話力｣

　滝沢ユウキ／著　秀和システム

｢さわりで楽しむ名作散歩｣

　明治書院書籍編集部／編　明治書院

｢2005年のロケットボーイズ｣

　五十嵐貴久／著　双葉社

｢歴史を動かした名言｣

　武光誠／著　筑摩書房

《 行事のお知らせ 》
「図書館市民まつり」

　１０月２２日（土）・２３日（日）

「いっしょにおはなしかい」

（０～３歳児対象）

　１０月５日(水) 午前１１時から

「おはなし会」（３～６歳児対象）

　１０月８日(土) 午後２時から

「もっとおはなし会」（小学生対象）

　１０月８日(土) 午後２時３０分から

「おりがみ教室」

　１０月１日(土) 午後２時から

※ 「おりがみ教室」は定員４０人。
　参加申込は前日まで。
※ 1０月の「つくってあそぼう！」は
　「図書館市民まつり」開催中に行い
　ます。この日参加する分については、
　事前に申し込みする必要はありませ
　ん。

２２

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

　市民交流センターでは、アール・ギャルリー（美術の回廊 フランス語）にて
絵画、写真などの作品を展示しています。

洲本市民工房・ギャラリー
淡路島アートフェスティバル２００５全展
◆とき　９月３日（土）～３０日（金）、
　午前１０時～午後６時

◆主催　洲本市民工房
ＮＴＴ淡路支部退職者の会作品展
◆とき　１０月４日（火）～７日（金）、
　午前１０時～午後５時

堀尾俊吾　作陶展
◆とき　１０月１４日（金）～１８日　
　（火）、午前１０時～午後６時（最終

　日は午後５時まで）

平成１７年度勤労者公募美術展
中止について
　本年度の勤労者公募美術展は合併準備

のため中止する事となりました。来年、

洲本市合併後に再開したいと思いますの

で、ぜひご応募ください。お待ちしてい

ます。

　９月　淡路デジタルフォトクラブ写真展

１０月　洲本フォトサークル写真展

１１月　淡路島の小さな巨匠たち(絵画工作展)

１２月　県中学校総合文化祭淡路地区大会

＊　平成１８年６月(後半)、７月、８月が、現在空いています。

　　展示を希望される人は市民交流センターまでお問い合せ下さい。

　展示場所は、アール・ギャルリー(１階ロビーから会議室ABに続く廊下壁面) です。

　写真、日本画、洋画、書、手工芸など、団体または個人で申し込んで下さい。　　

　展示料は無料です。

　展示作業は各自で行ってください。

　営利目的など、展示の内容によっては受付できない場合があります。

　希望者多数の時は、抽選とさせて頂きます。

◆受付期間　　１０月２０日(木)まで

▽
▽

▽
▽

▽
▽



お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　

２３

マタニティメイト（対象・妊婦）　
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！
「いのちって何だ」 
　◆とき　毎月第１～第４月曜日
　◆受付　午前９時３０分～
　◆内容　母子健康手帳の交付
「お母さんは元気」  
　◆とき　９月２８日（水）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診
「赤ちゃん大好き」  
　◆とき　１１月　８日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方
「こんにちは赤ちゃん」　要予約
　◆とき　１０月　４日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　沐浴の練習
「おっぱいで育てたい」
　◆とき　１０月１８日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊婦体操

８月、９月の乳幼児健康診査・相談
を次のとおり行います。対象者には
問診票などを送付しますので、母子
手帳を持参し受診してください。
◆受　付　　乳児、１０か月、１歳
６か月児健康診査、２歳児健康相談
午後１時～１時１５分
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時
　７か月児相談　午前９時40分～午前９時50分

９月１６日（金）
（第３金曜日）

９月２２日（木）

９月２８日（水）

１０月　６日（木）

１０月１３日（木）

１０月２０日（木）

１０月２６日（水）

１０月２７日（木）

１０月２８日（金）

１歳６か月児健康診査（H１６年２月生）

２歳児健康相談（H１５年９月生）

７か月児健康相談（H１７年２月生）

１０か月児健康診査（H１６年１１月生）

３歳児健康診査（H１４年７月生）

乳児健康診査（H１７年６月生）

７か月児健康相談（H１７年３月生）

２歳児健康相談（H１５年１０月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年３月生）

すくすく子育て相談　要予約
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。

　     乳児期　　　　　幼児期
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）
   １０月２１日（金）１０月１４日（金）
 午前９時３０分～ 　午前１０時～

歯科保健相談 
　◆とき　９月２８日（水）、１０
　　月２６日（水）
　◆受付　午後１時～
　　フッ素塗布を同時に行います（料
　　金１，４８０円）。

成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時  （スタッフ　生活
　　習慣病予防指導士、栄養士）

法律相談  弁護士による相談。
◆と　き　１０月５日（水）、１０月１９日
　（水）
◆受　付　市役所市民相談係で電話によ
　る予約受付けをしています  1２２・
　３３２１内線３４５、３４６
◆ところ　総合福祉会館
行政相談
◆と　き　１０月３日（月）、午後１時
　１５分～午後３時
◆受　付　午後１時１５分～２時３０分
◆ところ　市民会館
社会保険相談　　要予約
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０時
　～午後３時
◆ところ　市民会館
司法書士による無料法律・登記相談　　
　　　　　　　　　　　　　　　要予約
◆と　き　９月２０日（火）、午前１０
　時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
司法書士による多重債務相談　　要予約
◆と　き　９月２６日（月）、午前１０
　時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
　予約など詳しくは、司法書士野口泰嗣
事務所（1２６・３１２３）へ。

心配ごと相談（1２６・００２２）
◆と　き　毎月第１・２・３金曜日、
　午後１時～４時
◆ところ　総合福祉会館で。
＊電話での相談にも応じています
人権相談（1２２・０４９７）
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午後
　４時
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局人
　権相談室
家庭児童相談 （1２２・３３３２）
　０～１８歳までの子どもの相談。
◆と　き　毎週月・火・木、午前８時
　３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
青少年相談（1２２・４５４７）
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時
専門医による心の相談（1２２・４５４７）
◆と　き　毎月第3水曜日、午後１時～
　３時
◆ところ　青少年センター
母子家庭相談 （1２２・３３３２）
◆と　き　毎週月・水・木・金曜日午
　前８時３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
高齢者相談 （フリーダイヤル０１２０・
３６・７８３０） 
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時３０分
◆ところ　淡路県民局
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成人健康相談 
◆と　き　毎月第２、４水曜日、第
　１、２、４金曜日
◆受　付　午後１時～１時３０分
こころのケア相談  要予約
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。
◆と　き　毎月第２火曜日、奇数月
　第４水曜日、午後１時３０分～
栄養表示基準制度相談　要予約
◆と　き　毎月第１、３月曜日、午
　前１０時～正午
栄養専門相談 　要予約
◆と　き　毎月１・３月曜日、午後
　１時～５時
人間ドック
◆と　き　火・木・金曜日、受付　
　午前９時～
◆ところ　洲本伊月病院
◆受　付　同病院（1２６・０７７
　０）へ。
◆料　金　１４，９９０円
　助成についてなど詳しくは、国保
の人は、市役所市民生活部市民課国
保年金係（1２２・３３２１内線２
５５）、社会保険などその他の人は、
市保健センター（1２２・３３３７）へ。

（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）
TEL.22-3541

▼

▼

◆とき　１１月７日（月）、午後１時
　３０分～３時
◆内容　「魚と大豆で健康増進」
　　　　「高齢者に多い低タンパクに
　　　　ついて」



畑田　弘美畑田　弘美

福島　紀子福島　紀子

清水徹太郎清水徹太郎

萩原　次己萩原　次己

朝比奈千足朝比奈千足

災害からの復興　全国に感謝の響きを......災害からの復興　全国に感謝の響きを......

指　揮　者　　朝比奈千足
管　弦　楽　　神戸フィルハーモニック

ソ リ ス ト 　 [ソプラノ]　畑田弘美　　[メゾソプラノ]　福島紀子

　　　　　　　　[テノール]　清水徹太郎　[バリトン]　　　萩原次己

合　　　　唱　　洲本「第九」合唱団

合 唱 指 導 　 阪口千鶴

と　き　１２月４日（日）
　　　　午後６時　開演　（午後５時３０分開場）
ところ　洲本市民会館ふれあいホール
料　金　Ｓ席　３，０００円　Ａ席　２，０００円

　　　　　※全席指定・当日５００円増

　　　　　※定員になり次第締め切ります。

チケット一般発売　９月１５日（木）より、午前９時～午後７時、

　　　　　　　　　市民会館窓口

　　　　　　　　　※一般発売初日はお一人様１０枚まで。

　　　　　　　　　※チケットの電話・ＦＡＸ予約ＯＫ

主　催　洲本市民会館自主公演実行委員会・洲本市

　予約お問い合わせなど詳しくは、洲本市民会館（1２２・１３１５、

ＦＡＸ２３・０９７４）へ。

◆と　き　１２月１日（木）～１２月４日（日）、午前９時～午後５時
◆ところ　洲本市民会館展示室

　震災で得た数々の貴重な経験と教訓を次世代に語り継ぎ、内外に発信すると共に、近い将来発生が

懸念される東南海・南海沖地震に備えて防災意識の高揚を図るため写真・パネル・資料展・ビデオ上

映などを予定しています。

▼

※市民会館には駐車場はございません。周辺の駐車場を利用するか、バス、自転車な

　どでお越しください。

※５歳未満の入場はご遠慮ください。

◆　　　　　　　　阪神・淡路大震災、台風２３号などの写真を展示
◆　　　　　　　　東南海・南海沖地震対策のパネルなどを展示
◆　　　　　　　　市民会館の新聞スクラップなど、懐かしい資料を展示
◆　　　　　　　　防災ビデオなどを上映

写 真 展
パ ネ ル 展
資 料 展
ビデオ上映

A AA A

S

S

A AA A

洲本市民会館ふれあいホール座席表


